
 

 

 

 

 

 

 
いよいよ県公立高校の学力検査が２月２１日（水）、面接・実技が２２日（木）に行われ、 

６８名の生徒が受検します。 
今まで、自身の希望進路を実現するために努力してきた３年生のみなさん、学力検査では、

１点でも多く得点できるよう焦らず、諦めず、侮らず、最後の１分１秒まで粘り強く取り組
んできてください。 
面接では、第１印象が大切です。身だしなみ等の服装、そして、入室する際の礼や挨拶、

もう一度確認しておいてください。そして、質問には、一生懸命に答えることが大切です。
良い回答でも、面接官に聞こえないと意味がありません。明るい声で相手に聞こえるように。  
学力検査も面接も自信を持ってのぞみ、蓄えた実力を存分に発揮してきてもらいたいと思

います。そうすれば、結果は自ずとついてくるはずです。最後まで頑張れ、３年生！！ 
 
１、２年生には、１月に実施された実力テストの結果が返却されたことと思います。テス

ト形式は、県公立高校学力検査を意識したものとなっているはずです。結果に一喜一憂する
だけではなく、何ができなかったのか、どうして間違えたのかを考え、必ず間違った問題の
やり直しをしてください。一つ一つの積み重ねが１年後、２年後の進路選択に繋がってくる
はずです。 
 
 
 １月１７日（水）PTA職員合同人権研修会を実施し、「ペシャ
ワール会小川」の石橋忠明さんにご講演いただきました。 
石橋さんは、干ばつと空爆で荒廃し、水も食料も枯れはてたア

フガニスタンの地に井戸を掘り、用水路を作り「緑の大地」に生
まれ変わらせた日本人医師 中村 哲さんの活動に感銘を受
け、中村医師とともに５年間アフガニスタンで用水路建設に携
わった経験をお持ちです。 
当日は、ご自身の経験をもとに、「気候変動が干ばつを生み、食料不足のために戦争を引

き起こす。アフガニスタンでは、人権ではなく延命が必要であり、食料不足は医療では防げ
ない。そのために、緑の大地計画として用水路建設を行った。そして、大切なのは、他の考
えを尊重することであり、支援する、助けるではなく、支援させていただく、助けさせてい
ただくという謙虚な思いで、協力、すなわち一緒にやることである。」と話していただきま
した。 

 
 

 ２月３日（土）縁あって浦和レッズハートフルクラブによるス
ポーツ教室がサッカー部対象に開催されました。実技指導の前に
は、浦和レッズハートフルクラブ キャプテン 落合 弘 様（元
日本代表、日本代表や浦和レッズ元コーチ、1969年日本サッカ
ーリーグ得点王）から「サッカーが上達するために大切な話」とい
う演題でお話をいただきました。 
その中で、「集団スポーツはお互いを助け合うことができるから

脚が速いとか、パスが上手いなど自分の持ち味を見つけ、発揮することが大切である。つま
らなそうに練習していては、上手くはならない。同じ練習でも上達したければ本人しだいで
ある。すべてのことを一生懸命にやらなければならない。そして、一番大切なことは「考え
る」ことである」とご自身の実践と経験をもとにお話しいただき、最後に「一生懸命 楽し
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め 考えろ」と熱く語っていただきました。 
 その後、グラウンドで約２時間、元浦和レッズの選手
等４名のコーチから基礎的なトレーニングから実技まで
熱心にご指導いただきました。実技練習等の中でも講演
にもあった「一生懸命 楽しめ 考えろ」を体現するも
ので、かなりきつい練習でしたが、生徒にとっては貴重
な、そして充実した２時間になったことと思います。 

 
 

 ２月５日（月）昼頃から降り出した雪は、６日（火）未明まで降り続き、久しぶりの積雪
となりました。朝には、雪は止んでいましたが、
生徒の登校の安全を考え、２時間遅れとなりま
した。日頃、自転車で通学している生徒も徒歩
で通学する生徒が多く見られました。中には
「３ｋｍも歩いてきた。」と言っていた生徒も
いましたが、遠くても普段と違った通学方法、
その最中の友との会話、そして歩きながら友に
投げる雪玉は、楽しいひと時になったようでし
た。また、昼休みの校庭は、「キャー！」「冷た
～い！」などと悲鳴を上げながら雪合戦に興じる姿や雪だるま作りに励む多くの生徒で溢れ
ていました。めったに雪が降らなくなった昨今、生徒にとっては、いろいろなことが貴重な
経験になったことと思います。 
 

 

 ２月３日（土）町スポーツ協会スポーツ賞表彰式が開催され、〇〇

〇〇くんと〇〇〇〇くんが全日本中学校陸上競技選手権大会に出場し

た功績を認められ、優秀選手として表彰されました。おめでとうござ

いました。 

〇小川町スポーツ賞  優秀選手賞 〇〇〇〇  〇〇〇〇 

〇寄居町駅伝競走大会  

第１位 〇〇〇〇〇  〇〇〇〇  〇〇 〇  〇〇〇〇  〇〇〇〇 

〇比企地区児童生徒美術展  

平面の部 特選 〇〇〇〇  〇〇 〇 

    立体の部 特選 〇 〇〇  〇〇〇〇 

〇比企地区書きぞめ展 

    特選 〇〇〇〇  〇〇〇〇  〇〇〇〇  〇〇〇〇  〇〇〇〇  

〇〇〇〇  〇〇〇〇 

 

 

 学校における働き方改革は埼玉県の最重要課題となっており、定時退勤を推奨する週を設

定することで、教職員一人一人の働き方改革に対する意識を高め、業務の見直しを行い、ワ

ークライフバランスの実現を目指すとともに、学校全体の業務改善に資するものです。この

ことに、学校ごとに「定時退勤推奨ウィーク」を設定して、取り組んでおります。 

既にお知らせしておりますが、本校においても２月２１日（水）～２７日（火）までを「定

時退勤推奨ウィーク」として、期間内は全教職員が定時退勤（１６時４５分）を行います。

勤務時間外（１６時４５分以降）の電話は、町教育委員会に転送されるようになります。緊

急時の連絡につきましては、町教育委員会から学校（管理職）に連絡され、対応いたします。  

何卒、ご理解ご協力の程、お願いいたします。 

お知らせ 

おめでとうございます 

雪の翌日に 
 


